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VR認知症体験会（実施例） 

■目的： 

 体験を通して認知症を取り巻く課題を当事者視点で考えることができるようになる。 

 認知症になっても幸せに暮らせる社会にするために、参加者自身がどのように行動するべきかを言

語化できるようになる。 

 

■所要時間：90分 

項目 時間 展開 意図 

導入 

 

15分 

 

① 全体の流れの説明 

② チェックイン 

認知症に対するイメージなど 

③ ワークの全体共有と体験への導入 

体験前に「認知症に対するイメージ」を

振り返ることで、体験後の学びや気づき

につなげる。 

体験① 

 

25分 

 

 

 

① 体験「私をどうするのですか」 

（視空間失認の症状体験、2分） 

② グループディスカッション 

本人の視点で感じたこと。 

③ 解説・補足 

④ グループディスカッション 

自分だったらどうしてほしいか。 

⑤ 解説・補足 

認知症がある方の『問題行動』とされる

ものには理由があることに気づく。 

体験② 25分 ① 体験「レビー小体病幻視編」 

（幻視の症状体験、5分） 

② グループディスカッション 

本人の視点で感じたこと。 

③ 解説・補足 

④ グループディスカッション 

自分だったらどうしてほしいか。 

⑤ 当事者インタビューの視聴 

レビー小体型認知症当事者の樋口直美

さんのインタビュー（5分） 

⑥ 解説・補足 

自分が幻視を見る体験を通じて、幻視が

見える方の行動は、「おかしな行動」で

はなく「幻視が見えることに対する正し

い反応」であることに気づく。 

当事者のメッセージから学びを得る。 

体験③ 20分 

 

 

① 体験「ここはどこですか」 

（見当識障害の症状体験、5分） 

② グループディスカッション 

本人の視点で感じたこと。 

③ 当事者インタビューの視聴 

若年性アルツハイマー型認知症当事者

の丹野智文さんのインタビュー（2分） 

④ 解説・補足 

症状だけを見るのではなく、その症状が

ある方の気持ちを想像する力につなげ

る。 

体験と参加者自身の過去の困りごとを

リンクさせることにより「認知症がある

方」と「自分」との線引きを取っ払う。 

当事者のメッセージから学びを得る。 

まとめ 5分 ① まとめ  

※ 進行状況により、タイムスケジュールは多少前後します。 

※ 基本構成は、上記タイムスケジュールのとおり 90 分で 3 つの体験のご案内ですが、他のコンテン

ツの差し替え・追加が可能です。 

他のコンテンツ：「やすおじいちゃん物語」、「やすおじいちゃん物語～息子編～」、「丹野智文物語」、

当社が運営する高齢者住まい「銀木犀」のエピソード紹介 
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